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2017年卒の大卒求人倍率調査（大

学生･大学院生対象）の結果によると、

大卒求人倍率は1.74倍と、前年の1.73

倍よりわずかに上昇となっている。

求人倍率は求人企業と民間企業に

就職希望する学生数とのバランスで

決まるので、両者の動向について見て

おきたい。求人数は、前年の71.9万人

から73.4万人へと1.5万人増加した。

対前年増減率でみると+2.1%であり、

2015年卒以来3年連続増加している

が、増減率は鈍化している（図表1）。

一方、学生の民間企業就職希望者数

は、前年41.7万人から42.2万人と5000

人あまり増加した（対前年増減率は

+1.2％）。学生の民間企業就職希望者

数が増加したのは2012年卒以来5年

ぶりのことであり、この背景について

は後で見ていきたい。

次に、求人数の増減率が鈍化して

いる様子について見ていきたい。大

卒求人倍率は2012年卒より5年連続

で上昇していることからも、学生に

とって就職しやすい環境になってい

る一方、企業にとっては採用しにくい

環境になっている。過去のデータを

再分析した結果、図表2で示している

ように、新卒採用を行う企業のうち当

初の予定人数通りに採用できなかっ

た（未充足がある）企業の割合は、年々

増加し、2016年卒においては54.4%と

なっている。

また、先ほど紹介した企業の求人数

の増減率+2.1%は、前年の採用予定人

数（求人数）に対する増減率であるが、

2016年卒の採用実績人数に対して、

2017年卒の採用予定人数（求人数）の

増減率を計算すると+16.2%となって

おり、採用実績に対しては企業の求人

数は大きく増えていることになる。

一部の企業では、採用基準を下げ

てまで充足しないと決めている企業

も見られるが、多くの企業では応募す

る学生数からして採用予定数に達し

ないことから、結果として充足できて

いない状況が見られ、こうした企業で

は翌年の採用も前年と同じ計画にす

る傾向が見られる。採用できない状

況が見られるなかで企業の求人数は

前年の求人に対して鈍化しているこ

とになるが、企業の採用意欲は引き続

き高い状況であるといえる。

学生の状況を見ると、先ほど紹介し

大企業希望の学生が
前年より増加
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調査目的： 2017年3月卒業予定の大学生及び大学院
生に対する、全国の民間企業の採用予定数
の調査、及び学生の民間企業への就職意
向の調査から、大卒者の求人倍率を算出し、
新卒採用における求人動向の需給バラン
スを明らかにする。

【企業】
調査対象： 従業員規模５人以上の全国の民間企業

7,089社
調査項目： 2017年３月卒業予定者の採用予定数
調査期間：	 2016年2月9日～3月11日
回収社数：	 4,504社（回収率63.5％）

【学生】
調査対象： 2017年3月卒業予定者を対象とした「就

職に関するアンケート」の結果をもとに、
従業員規模別、業種別の就職希望者数を
推計した。

集計サンプル数：大学生 4,428人　大学院生 952人
調査期間： 2016年1月20日～3月21日
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新卒採用の未充足企業の増加大卒求人倍率は
前年よりわずかに上昇

ているように学生の民

間希望就職希望者数が

増加している。こちら

はリクルートワークス

研究所による推計であ

るため、その根拠を示す

と、学生（学部3年、修士

1年）自体の数は前年よ

り増えていないが、学生

のなかには、好調な就職
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求人倍率 0.99 倍 1.09 倍 1.33 倍 1.30 倍 1.35 倍 1.37 倍 1.60 倍 1.89 倍 2.14 倍
求人総数 407,800 461,600 573,400 560,100 583,600 596,900 698,800 825,000 932,600
対前年増減数 ▲ 94,600 +53,800 +111,800 ▲ 13,300 +23,500 +13,300 +101,900 +126,200 +107,600
対前年増減率 ▲ 18.8% +13.2% +24.2% ▲ 2.3% +4.2% +2.3% +17.1% +18.1% +13.0%
民間企業就職希望者数 412,300 422,000 430,200 430,800 433,700 435,100 436,300 436,900 436,500
対前年増減数 +8,800 +9,700 +8,200 +600 +2,900 +1,400 +1,200 +600 ▲ 400
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対前年増減数 +15,400 ▲ 222,700 ▲ 143,400 ▲ 22,200 ▲ 5,900 ▲ 10,300 +139,000 +36,800 +15,000
対前年増減率 +1.7% ▲ 23.5% ▲ 19.8% ▲ 3.8% ▲ 1.1% ▲ 1.9% +25.6% +5.4% +2.1%
民間企業就職希望者数 443,100 447,000 455,700 454,900 434,500 425,700 423,200 416,700 421,900
対前年増減数 +6,600 +3,900 +8,700 ▲ 800 ▲ 20,400 ▲ 8,800 ▲ 2,500 ▲ 6,500 +5,200
対前年増減率 +1.5% +0.9% +1.9% ▲ 0.2% ▲ 4.5% ▲ 2.0% ▲ 0.6% ▲ 1.5% +1.2%

リクルートホールディングス
「ワークス大卒求人倍率調査  （2017年卒）」

大卒求人倍率で見る
2017年卒の就職動向

図表1 　求人総数及び民間企業就職希望者数・求人倍率の推移

図表２　新卒採用の未充足企業割合
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注）大学生・大学院生の新卒採用を実施した企業において、採用予定人数（求人数）
に対して実績数が下回った企業を未充足企業とする。

本稿では、2017年卒の大卒求人倍率調査（2016年4月21日発表）の
結果についてご紹介したい。



52 53

見ると、300人未満の中小企業におい

ては2016年卒の3.59倍から2017年

卒の4.16倍まで上昇しているが、一

昨年2015年卒の4.52倍よりは下回る

結果である。その一方で5000人以上

の大企業においては、2016年卒の0.70

倍から2017年卒の0.59倍まで低下し

ており、結果として従業員規模間の

ミスマッチは前年に比べては拡大し

ているが、過去の2010年3月卒の時

のように倍率差が大きな状況には

なっていないといえる。

スケジュール変更によって学生の

希望に変動が見られるなかで、従業

員規模間のミスマッチは依然として

見られる。学生にとって就職環境は

良くなっているが、企業の採用活動

を見ると、充足できない企業のうち、

応募が集まらないから充足できない

のではなく、採用基準を満たない学

生までもあえて採用しない企業も見

られるため、全ての学生にとって楽

に就職できる状況ではない。多くの

学生が希望通りの就職を果たすため

には、従業員規模間のミスマッチを

課題として捉え、解消していくこと

が求められる。

図表5には、業種別の求人倍率を示

している。流通業、製造業、建設業にお

いて前年より上昇しているが、特に顕

著なのは流通業の大幅な上昇である。

流通業の2016年卒の倍率が5.65倍で

あるのに対し、2017年卒は6.98倍とほ

かの業種よりも高い求人倍率となって

いる。調査開始以来の最高値（2008年

卒の7.31倍）には達していないが、それ

に匹敵する水準である。一部の流通業

では労働時間などの働く環境が厳しい

という認識が学生に広がっており、学生

の志望として流通業以外に目が向いて

いることが背景にある。

流通業の倍率が大幅上昇
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以上のように、企業の採用意欲は依

然として高く就職しやすい環境に

なっているが、企業は採用基準を下げ

てまで学生を採用しないことをふま

えると、全ての学生にとって就職しや

すいとは言い切れない。また、採用ス

ケジュールの変更に柔軟に対応し採

用活動を行う企業の姿勢もうかがえ

る。こうしたことからも、今が依然と

して続いている従業員規模間のミス

マッチを解消するチャンスであると

捉え、新卒採用に携わる者は、これま

で以上に学生に中小企業に目を向け

るような指導やアドバイスをしてい

き、多くの学生が希望通りの就職がで

きることが望まれる。

環境であるから、公務員や教員等では

なく、民間企業に就職を希望する学生

がより増えるだろうという背景があ

る。これまでの傾向でも民間企業に

就職する人数は増えており、こうした

ことが続くと判断した。

図表3は従業員規模別の学生の就

職希望者数である。2016年卒と比較

して2017年卒の特徴は、300人未満の

中小企業を希望する学生が減る一方、

5000人以上の大企業を希望する学生

が増えていることだ。その背景を振り

返ると、2016年卒の学生が就職活動を

する時の採用スケジュールが、3月1日

広報開始、8月1日選考開始と大きく変

更されたことがある。調査を実施した

2〜3月においては、中小企業を中心に

インターンシップや選考活動が既に開

始されていたこともあり、中小企業に

目を向ける学生が多かった。しかし、

2017年卒については、広報開始時期が

3月1日と前年と同じである（選考開始

は6月1日に変更）が、多くの企業は前

年の採用活動において内定辞退が増

えたことから、インターンシップを強化

し、説明会等学生との接点を強化する

ことをより早い段階から進めてきた。

そのため昨年同時期に比べ、多くの学

生が大企業と接点を持つ機会が増え、

大企業への就職希望が増えた。それ

に加え、近年の就職しやすい環境によ

り、人気の高い大企業へ就職できるの

ではないかと考える学生も増えている

ことも背景にある。このように考える

と、学生の大企業志向は例年並みであ

り、前年が採用スケジュールの変更に

よる特殊要因により、大企業を志望す

る学生が減少したといえる。

このようななかで、従業員規模間のミ

スマッチについてはどうなっているか。

これまで新卒採用において従業員規模

間のミスマッチが課題とされてきたが、

大学等における指導によりミスマッチ

が改善されてきたことがある。

図表4の従業員規模別求人倍率を

従業員規模間のミスマッチは
前年より広がる

図表５　業種別　大卒求人倍率の推移

（
人
）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2017 年
３月卒

2016 年
３月卒

2015 年
３月卒

2014 年
３月卒

2013 年
３月卒

81,400

77,200

140,300

135,600

140,300 137,100

123,600 119,200

118,100

116,700

125,300

114,700

81,200

80,600

83,900

83,000
69,800

112,100
98,500

83,400

5,000人以上
1000～4,999人
300～999 人
300 人未満

（
倍
）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
8.43

1.51

0.66

0.38 0.47 0.49 0.60 0.54 0.55 0.70 0.59
0.63

0.74 0.81 0.79 0.84 1.06
1.12

1.00 0.97 0.93 1.03 1.19 1.23 1.17

4.41

3.35 3.27 3.26

4.52

3.59
4.16

5,000人以上
1,000～4,999人
300～999 人
300 人未満

2017年
3月卒

2016年
3月卒

2015年
3月卒

2014年
3月卒

2013年
3月卒

2012年
3月卒

2011年
3月卒

2010年
3月卒

（
倍
）

2017年
３月卒

2016年
３月卒

2015年
３月卒

2014年
３月卒

2013年
３月卒

2012年
３月卒

2011年
３月卒

2010年
３月卒

2009年
３月卒

2008年
３月卒

2007年
３月卒

2006年
３月卒

2005年
３月卒

2004年
３月卒

2003年
３月卒

2002年
３月卒

2001年
３月卒

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1.35

0.37 0.44

0.44 0.49

0.40 0.35 0.35 0.35 0.37 0.39 0.35 0.21 0.20 0.19 0.19 0.18 0.22 0.23 0.19

0.45 0.45 0.50 0.61 0.72 0.75 0.67
0.48 0.47 0.42 0.41 0.54 0.56 0.490.44

3.48

4.49 4.39
4.69 4.49

5.29

6.38

7.31 7.15

4.66

4.14

5.04 4.95
5.32

4.77

5.61

6.18
6.25

4.17
3.94

3.73

4.76

5.49
5.65

6.98

1.69 1.62 1.59 1.63
1.93

2.33
2.64 2.64

1.97

1.66 1.35 1.27 1.37 1.31
1.59

1.73
1.93

サービス・情報業

金融業

流通業

製造業

建設業

建設業・製造業他

図表３　従業員規模別　学生の民間企業就職希望者数

図表４　従業員規模別　大卒求人倍率の推移
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